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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第36期
第３四半期
連結累計期間

第37期
第３四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成24年10月１日
至  平成25年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年９月30日

売上高 (千円) 6,551,012 6,657,111 8,805,541

経常利益 (千円) 336,665 322,934 475,717

四半期（当期）純利益 (千円) 103,436 131,889 157,396

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 128,596 189,751 188,736

純資産額 (千円) 2,108,334 2,326,466 2,168,461

総資産額 (千円) 5,438,392 5,595,236 5,594,640

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 24.45 31.18 37.21

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.76 41.57 38.75

　

回次
第36期
第３四半期
連結会計期間

第37期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △3.33 △2.74

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末の政権交代に伴う大胆な金融・財政政策への期待感か

ら過度な円高が是正され、株価も回復の兆しが見られました。一方、東日本大震災による影響が残る中、復興需要関連

に伴う企業に牽引され、穏やかな持ち直しの動きが見られるものの、依然として景気の先行きは不透明な状況が続い

ております。

警備業界におきましては、警備サービスに対するニーズは底堅いものがあるものの、激しい受注競争が続き、警備

品質向上のためのコストアップ要因等も抱え、引き続き厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは主力の交通誘導警備、雑踏警備及び施設警備、列車見張り警備の受注拡大

等、当社グループの中核となる事業の展開を図り、業容の拡大と収益力の強化に取組んでまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,657百万円（前年同四半期比1.6％増）、営業利益は267百

万円（前年同四半期比6.8％減）、経常利益は322百万円（前年同四半期比4.1％減）、四半期純利益は131百万円（前

年同四半期比27.5％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（警備事業）

警備事業は、交通誘導警備、施設警備、列車見張り警備等を行っております。警備事業の売上高は5,609百万円（前

年同四半期比1.4％増）、セグメント利益は183百万円（前年同四半期比72.3％増）となりました。警備事業の業務別

売上高の状況は以下のとおりです。

① 交通誘導警備

交通誘導警備につきましては、警備業者間の価格競争は依然として厳しい状況にありますが、震災復興需要への対

応及びイベント警備、駐車場警備等へ積極的に取組み、当部門の売上高は3,632百万円（前年同四半期比5.5％増）と

なりました。

　

② 施設警備

施設警備につきましては、当社グループの重要商品と位置づけ、首都圏を中心に積極的に拡大を図っております

が、当部門の売上高は1,525百万円（前年同四半期比1.8％減）となりました。
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③ 列車見張り警備

列車見張り警備につきましては、比較的利益率が高いことから当社グループの注力商品の一つと位置づけており

ますが、当部門の売上高は431百万円（前年同四半期比16.6％減）となりました。

　

（ビルメンテナンス事業）

ビルメンテナンス事業は、ビルメンテナンス、清掃業務及び人材派遣等を行っております。ビルメンテナンス事業

の売上高は177百万円（前年同四半期比7.3％増）、セグメント利益は２百万円（前年同四半期比16.9%減）となりま

した。

　

（メーリングサービス事業）

メーリングサービス事業は、メール便発送取次業務、販促品・サンプル等の封入・梱包及び発送取次業務等を行っ

ております。メーリングサービス事業の売上高は455百万円（前年同四半期比22.9％増）、セグメント利益は4百万円

（前年同四半期比79.3%減）となりました。

　
(電源供給事業）

  電源供給事業は、各種イベント及びコンサート関連の仮設電源の提供・テレビ局関係の中継のバックアップ等各種

電源需要への電源提供業務を行っております。電源供給事業の売上高は414百万円(前年同四半期比14.3%減）、セグメ

ント利益は45百万円（前年同四半期比64.9%減）となりました。　

　
（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して微増となり、5,595百万円となりました。こ

の主な要因は、警備未収入金40百万円、のれん76百万円等の減少があったものの、現金及び預金20百万円、投資有価証

券52百万円の増加によるものであります。

負債は前連結会計年度と比較して157百万円減少し、3,268百万円となりました。この主な要因は、未払法人税等73

百万円、長期借入金100百万円等の減少によるものであります。純資産は利益剰余金が100百万円増加したこと等によ

り、前連結会計年度末と比較して158百万円増加し、2,326百万円となりました。この結果、自己資本比率は41.6％とな

りました。

　
(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(４) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,232,600 4,232,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数　100株

計 4,232,600 4,232,600 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 4,232 ― 524 ― 508
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　　2,300

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式4,229,800 42,298 ―

単元未満株式 普通株式　 　 500 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数          4,232,600 ― ―

総株主の議決権 ― 42,298 ―

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トスネット
宮城県仙台市宮城野区
宮城野一丁目10番１号

　　　2,300 ― 　　　2,300 　　　0.05

計 ― 　　　2,300 ― 　　　2,300 　　　0.05

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,430,719 1,451,513

受取手形及び売掛金 198,680 208,985

警備未収入金 931,911 891,771

仕掛品 532 －

原材料及び貯蔵品 22,880 26,613

繰延税金資産 27,273 32,750

その他 70,328 57,756

貸倒引当金 △4,719 △3,493

流動資産合計 2,677,608 2,665,898

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 312,131 311,774

土地 994,345 994,345

その他（純額） 150,905 212,878

有形固定資産合計 1,457,382 1,518,998

無形固定資産

のれん 828,944 752,051

その他 31,176 28,538

無形固定資産合計 860,121 780,589

投資その他の資産

投資有価証券 409,283 461,975

投資建物（純額） 6,137 5,405

投資土地 72,085 72,085

会員権 3,187 3,037

繰延税金資産 56,900 31,138

その他 64,813 68,613

貸倒引当金 △12,879 △12,505

投資その他の資産合計 599,527 629,750

固定資産合計 2,917,031 2,929,338

資産合計 5,594,640 5,595,236
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 820,000 810,000

1年内返済予定の長期借入金 192,593 194,399

未払法人税等 157,600 83,900

未払消費税等 92,595 81,354

未払費用 597,729 595,060

賞与引当金 36,735 60,100

繰延税金負債 148 －

その他 217,401 230,244

流動負債合計 2,114,803 2,055,059

固定負債

長期借入金 1,116,718 1,016,637

退職給付引当金 169,858 177,573

その他 24,798 19,498

固定負債合計 1,311,374 1,213,710

負債合計 3,426,178 3,268,769

純資産の部

株主資本

資本金 524,680 524,680

資本剰余金 508,300 508,300

利益剰余金 1,117,941 1,218,103

自己株式 △650 △669

株主資本合計 2,150,271 2,250,414

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,190 76,052

その他の包括利益累計額合計 18,190 76,052

純資産合計 2,168,461 2,326,466

負債純資産合計 5,594,640 5,595,236
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 6,551,012 6,657,111

売上原価 4,754,878 4,834,555

売上総利益 1,796,133 1,822,555

販売費及び一般管理費 1,508,902 1,554,898

営業利益 287,230 267,657

営業外収益

助成金収入 55,116 25,472

受取賃貸料 17,482 17,274

その他 29,326 42,016

営業外収益合計 101,925 84,762

営業外費用

支払利息 23,282 19,341

投資有価証券運用損 5,368 5,134

持分法による投資損失 22,033 －

その他 1,805 5,009

営業外費用合計 52,490 29,485

経常利益 336,665 322,934

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,299

固定資産売却益 － 187

会員権売却益 － 2,850

特別利益合計 － 4,337

特別損失

固定資産廃棄損 855 7,190

固定資産売却損 53 －

投資有価証券償還損 21,312 －

特別損失合計 22,221 7,190

税金等調整前四半期純利益 314,444 320,081

法人税、住民税及び事業税 205,648 198,092

法人税等調整額 5,359 △9,900

法人税等合計 211,008 188,192

少数株主損益調整前四半期純利益 103,436 131,889

四半期純利益 103,436 131,889
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 103,436 131,889

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,160 57,861

その他の包括利益合計 25,160 57,861

四半期包括利益 128,596 189,751

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 128,596 189,751
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　（１）連結の範囲の重要な変更

　　第１四半期連結会計期間より、株式会社トスネット北陸は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

　

（２）変更後の連結子会社の数

　７社

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
　　至　平成25年６月30日）

減価償却費 　 40,315千円 47,636千円

のれんの償却額 　 78,135千円 76,737千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日）

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月20日
定時株主総会

普通株式 31,727 7.5平成23年９月30日 平成23年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日）

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月20日
定時株主総会

普通株式 31,727 7.5平成24年９月30日 平成24年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

合　計
警備事業

ビルメンテナン
ス事業

メーリングサー
ビス事業

電源供給事業

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,530,515165,800 370,440 484,255 6,551,012

セグメント間の内部売上高又
は振替高

2,002 7,069 ― ― 9,071

計 5,532,518172,869 370,440 484,255 6,560,083

セグメント利益 106,600 2,947 21,978 130,552 262,079

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 262,079

セグメント間取引消去 25,151

四半期連結損益計算書の営業利益 287,230

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

合　計
警備事業

ビルメンテナン
ス事業

メーリングサー
ビス事業

電源供給事業

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,609,081177,829 455,333 414,866 6,657,111

セグメント間の内部売上高又
は振替高

9,518 7,430 ― ― 16,949

計 5,618,600185,260 455,333 414,866 6,674,060

セグメント利益 183,623 2,449 4,557 45,866 236,495

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 236,495

セグメント間取引消去 31,161

四半期連結損益計算書の営業利益 267,657

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
至  平成25年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 24円45銭 31円18銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額（千円） 103,436 131,889

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 103,436 131,889

    普通株式の期中平均株式数（千株） 4,230 4,230

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

株式会社トスネット

取締役会  御中

　

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    加　　藤    善    孝    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    田    　　啓　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社トスネットの平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成
25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トスネット及び連結子会社の平成25
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項
会社の平成24年９月30日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結
累計期間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって
四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成24年８月10
日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して平成24年12月20日付けで無限定適正
意見を表明している。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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